
【報告書様式】                                 令和５年度 

 

 

 

 １ 実践事項（本校の「今年度の実践」） 

 タイトル：「児童一人一人の『確かな学力』を向上させ、『生きる力』を育む」 

 ２ 実践内容（説明資料） 

（1）学力向上推進プロジェクトに基づく授業改善 

  ・校内研修の充実を図り、各種学力調査の分析による授業改善と伝達講習 

  ・校内研究を核とした算数科における「自分の考えをもち、広げ深める児童」の育成を「主体的・

対話的な活動の工夫」を通して行う取組 

（2）人間関係づくりの力を育む取組の充実 

  ・縦割り班活動（年３回活動実施。全校児童での取組） 

  ・外部講師を招いた講話・体験活動等（福祉体験、いじめ対策講座、キャリア教育等） 

（3）基本的な生活習慣の形成 

  ・「早寝・早起き・朝ご飯」「てくてく登下校」「家庭学習」の推進（はつらつカードの活用） 

  ・「あいさつ、スリッパ・靴並べ、名札、廊下の歩行」（あすなろ運動の奨励） 

（4）家庭・地域との連携強化 

  ・自学自習（自ら考え学習する子をめざして「自分に必要な学び」を土・日に取り組む） 

  ・地域教育資源の活用（校外学習《身近にある多様な仕事で「FM とよみ」等の見学、地域の良いと   

こ探し「ウージ染め」の体験等》） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 

○校内研修を核とした教材研究を学年間で行い、授業改善を図ることができた。 

○基本的生活習慣の確認を年に２回行うことで、生活習慣を見直され、特に徒歩登校の児童数の増加傾 

向にすることができた。 

○クラブ活動、縦割り班活動などの取組を行い、「魅力ある学校」の取組を推進することができた。 

 ４ 課題 

●「縦割り班活動」「自学学習」など次年度に向けたさらなる取組とその継続 

●学力向上推進を１年間で２クール実施する取組の計画が必要 
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生活科「きせつとなかよし」で
秋を探しに校外学習 2-（4） 

生活科で地域の様々な仕事を
見学しに校外学習 2-（4） 

豊見城探検隊で地域の良いと
こ探しでウージ染め体験 2-（4） 

総合学習で体協の方の指導を
いただきながら福祉体験 2-（2） 

特別活動で弁護士を招き 
いじめ対策講座 2-（2） 
 

総合学習で三代さんを招いて
キャリア教育 2-（2） 
 


